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論 文 の 要 旨 
 本論文は、人文学の領域において新たな研究のあり方を多様に開拓した 20 世紀フランスの批評家ロラン・
バルト（Roland Barthes, 1915-1980）の諸著作について、「提喩」synecdoque という修辞技法の型を鍵とし
て分析をおこなうことによって、バルトの活動を総合的に捉え直し、この型を通じて彼がいかに意味作用の探
究を深め、テクスト実践として発展させたのかを明らかにするものである。 

































































































  上記の論文審査ならびに最終試験の結果に基づき、著者は博士（文学）の学位を受けるに十分な資格を有 
 するものと認める。 
